コクヌストモドキ, Tribolium castaneum Herbst (Coleoptera: Tenebrionidae)のキノン類分泌とそれが他種昆虫におよぼす毒性 by 兼久, 勝夫








している.調査研究されている種類は少数であるが， Pavan (1958)， Roth and Eisner 




器は特有の刺激臭を発散する. これはコクヌストモドキが生産分泌する 2ーエチルー 1.4ベ
ンゾキノンと 2ーメチルー 1.4ベンゾキノンによることが Alexanderand Barton (1943) 





















末，蜂蜜，寒天，水 (20g，27g， 4g， 100ml)を培地として飼育し，羽化後3-7日の成虫
を供試した.ニカメイチュウ Chilosuppressalis Walkcrは2化期成虫より産卵させて，

































使用した薬剤は.1. 4ぺγゾキノ γ(パラキノン). 2ーメチルー 1.4ベンゾキノ γ 〈トル
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キノン)， コクヌストモドキから得た2-.:r..チルー 1.4ベシゾキノン(エチルキノン). 比較
のために古くから標本箱等の駆虫剤として使用されているパラジクロールベンゼンおよび













































































成分を別々に溶出し， 247mμ で第2図一 80 
g 
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虫は徴量のキノン物質を含有することが ン • 
含 • 





3図に示す.羽化1日後より定量的に検 )20 as-.H g•• 2‘ x 百
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泌 1t 後 H 数
た.羽化後 4~5 週目で両キノンを合わ 第 3 図
せて10匹当り約 100μgを含有していた. 羽化後の経過日数とキノ γ含有量.
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とのある DNOC剤 (2ーメチルー 4.6ジニトロフェノール)の作用点 (O'Brien1967)と非
常に似ている.
見虫体のオルソキノ γ類はクチクルの形成と硬化に蛋白質と結合して普遍的に存在して
いる.チロシン， ドー パ， Nアセチルドパミン等の前駆物質やそれに関与する酵素系も多
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